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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 
ダイレス加工技術の応用による超極細先端径を有する金属中空マイク

ロニードルの創製 

研 究 責 任 者 ： 古島 剛（東京大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究では、型を用いないダイレス引抜き加工を金属マイクロニードルの成形に応用する手法を提

案する。従来の超塑性変形に加え、破壊現象も積極的に利用する「超塑性変形・破壊現象」という新た

な加工原理を提唱し、ガラス管のように金属を引っ張り切ることで、根元 1mm、先端径 50±5μm の極

細かつ高精度なマイクロニードルの創製を実現する。さらに，加工装置の小型化により、実際の現場に

て使用者が目的に応じた寸法・形状のニードルを容易に作製できることを目指す。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究は、細胞操作に適した強度・じん性に優れる金属製中空マイクロニードルの新たな作製手法

の確立を目的とする。金型を用いないダイレス引抜き加工に超塑性変形・破壊現象を応用し、金属を

ガラス管のように引っ張り切ることで、根元 1mm からテーパ形状を有するマイクロニードルの形状制御

法を確立し、先端径 50±5μm の極細かつ高精度なニードルの創製に成功した。また，加工装置の小

型化により現場での容易な作製も可能とした。 

 

3-2. 今後の展開 

今後の展開としては、まず医療や生物応用における実際の使用ニーズを把握することが重要であ

る。先端径、テーパ角、挿入深さなどに関する実用仕様を整理したうえで、用途に応じた最適な加工パ

ラメータやプロセス制御技術の開発を進めていく。また、実際の細胞や組織を対象とした穿刺試験を段

階的に実施し、安全性・有効性の検証を行うことで、医療現場での活用可能性をさらに高めていく予定

である。 

さらに、本研究で得られた成果については積極的に公開・発信していくことで、広く医療・バイオ分野

の関係者に認知を広げ、協力企業や応用パートナーとの連携を深めることが重要である。展示会、学



会発表、アウトリーチ活動などを通じて、実用化および社会実装に向けた足掛かりを構築し、ニードル

の実用化に向けた共同研究・開発体制の確立を目指す。 


